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水土里ネット愛西
（愛西土地改良区）

み　　ど　　り　　　　　　　　　　  あい　せい

　愛西土地改良区賦課金で維持管理している基幹施設以外の施設（用排水路、農作業道、暗渠排水管、一筆給水栓等）は、受益
する集落等での費用負担となります。復旧工事費用は高額となることもありますので、事前に積立をお願いします。
　《集落での維持管理費の積立状況調査アンケートを実施しました。調査結果は７ページに掲載。》

        

～古くなった施設
を更新しています～～古くなった施設
を更新しています～

～施設が古くなり傷んだ時などの復旧や大規模な修繕に備えて
集落で積立を進めてください～

【写真：県営事業による排水路更新工事（南三ツ谷町地先）】
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　組合員の皆様には、日頃から愛西土地改良区の事業

運営に対しまして、ご理解とご支援・ご協力を賜り、

心より感謝とお礼を申し上げます。

　さて今年の夏は、日本各地において観測史上最高と

なる猛暑となりました。加えて、ロシアのウクライナ

侵攻の影響による農業資材の高騰など農業経営に大き

な影響を与えています。10月の新聞報道では農林水

産省発表によるとコメの相対取引価格は前年同月と比

べ10％上昇しているとのことですが、当地において

は、高温障害、病害虫の発生により過去にない減収減

益とのお声も聞いております。

　このような中、愛西揚水機場におきましては、ほぼ

当初の運転計画に沿った送水を実施できましたが、７

月の下旬から８月初旬にかけて異常な猛暑・少雨とな

り延長送水を実施いたしました。また併せて当改良区

としましても節水強化期間を設け、各集落担当者等に

水管理の見回り・報告をお願いいたしました。ほぼ

「問題なし」との回答でありましたが、一部「出しっ

ぱなし」「畦畔、尻水戸損傷による漏水あり」との回

答もございました。当改良区といたしましても電力使

発刊にあたって

用量の削減に向けた取組強化や日々の業務全体の見

直しを進め、経費削減に努めてまいりますので何卒

ご理解賜りますようお願い申し上げますとともに、

組合員の皆様におかれましても、より一層の適切な

水管理をお願いいたします。

　近年、日本各地で地震や、線状降水帯発生による

局地的な集中豪雨による想定外の被害が多発してい

ます。今年度は今のところ当改良区では大きな被害

はありませんが、改良区の施設も老朽化が進み、い

ろんな場合を想定してより適切な施設管理が求めら

れています。現在、県営事業として南三ツ谷地区や

愛西西地区において用排水路工事、改良区営事業と

して愛西地区、寺井湯地区、肥田地区の井堰や揚水

機場の機能保全計画策定など当初事業計画に沿った

事業を進めております。

　結びになりますが、今年度から当改良区の賦課金

の徴収方法を個別徴収とさせていただきました。皆

様のご理解とご協力により特にトラブルもなくご納

付いただいておりますことに対し重ねてお礼申し上

げます。先人から受け継いだこの豊かな稲枝地域の

農業、農村を、今後もしっかりと次の世代に引き継

いでいけるよう、役員・職員が一つとなり愛西土地

改良区のより良い運営に向け、努力して参りますの

で、引き続き皆様のご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

理事長

  黒　澤　茂　樹

令和５年度 臨時総代会

　令和５年11月17日（金）愛西土地改良区本館会議室におきまして、令和5年度臨

時総代会が開催されました。湖東農業農村振興事務所長代理　次長　西村誠様、

彦根市産業部長代理　農林水産課長　荒北均様のご臨席をいただき、議長に

黒澤次朗氏（第3選挙区•下稲葉町）が選任され議案の審議に入りました。提案された

議案の主な内容は次の通りです。

<令和4年度関係>

　・事業報告、一般会計・特別会計

収支決算並びに財産目録、欠損処理の承認議決について（監査報告）

<令和5年度関係>

　・事業計画変更、一般会計第1回補正収支予算の議決について

以上　書面による議決も含め、全て原案どおり議決されました。

黒澤　次朗氏（下稲葉町）

総代会の様子



（３）VOL.73

情
に
棹
さ
せ

農地転用実績

◎地区面積　田      1,456.88 ha

                  畑         57.52  ha

               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　 1,514.40  ha

  

 ◎組合員数                1,809 人

　◎准組合員数           　 788 人

               合計 　     　 2,597  人

　　　　　　田

　　　　　　畑　

　　　　合　計

　農地転用内訳  

　　　道路

　　　宅地・分譲・商業地

　　　農業用施設用地

　　　資材置場、駐車場、他

57,537.08㎡

1,323.00㎡

58,860.08㎡

542.86㎡

17,261.22㎡

8,750.00㎡

32,306.00㎡

農地転用実績

地目変更
　田から畑 1,124.00㎡

（単位：円）

科目（款） 一般会計 発電事業特別会計 科目（款） 一般会計 発電事業特別会計

土地改良事業収入

附帯事業収入

発電事業収入

基本財産運用収入

特定資産運用収入

補助金等収入

交付金収入

業務受託料収入

雑収入

借入金収入

基本財産取崩収入

特定資産取崩収入

固定資産売却収入

他会計繰入金

繰越金

　　 収入合計

5,151,649

3,571

42

8,262,063

1,577,760

14,995,085

収　　　入

土地改良事業費支出

附帯事業費支出

発電事業費

一般管理費支出

土地改良事業負担金支出

支払利息

固定資産取得支出

基本財産積立支出

特定資産積立支出

雑支出

他会計繰出額

予備費

       支出合計

675,320

10,060,000

2,382,967

0

13,118,287

1,876,798

105,739,789

2,962,997

173,427

1,638,044

24,239,000

2,337,900

168,000

1,322,971

15,000,000

0

8,399,250

0

2,382,967

19,156,726

183,521,071

82,384,777

419,001

34,193,392

15,000,000

18,781

398,530

173,427

30,386,830

12,830

0

162,987,568

20,533,503

支　　　出

差引残高（令和５年度へ繰越）   

令和4年度収支決算書    

　令和５年６月1５日に、令和４年度事業報告及び
一般会計・特別会計収支決算並びに財産目録の監
査を執行したところ、書類は適正に整備され、かつ正
確に処理されていたことを報告いたします。

監 査 結 果 報 告

令和５年11月17日             

総括監事　安　 居 　 　勉

令和４年度 事業報告令和４年度 事業報告



科　　　目

   
一般会計

   

発電事業特別会計

   

科　　　目

   
一般会計

   

発電事業特別会計

   

内部取引消去

   

内部取引消去

   

合　　計

   

合　　計
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令和４年度貸借対照表 （令和５年3月31日現在）　

令和４年度正味財産増減計算書　（令和４年4月1日から令和５年3月31日まで）

Ⅰ　資産の部                                      
  1 流動資産                                 
  2 固定資産  
   (1)基本財産  
   (2)特定資産  
   (3)その他固定資産  
    固定資産合計  
  資産合計    
Ⅱ　負債の部  
  1 流動負債  
  2 固定負債  
  負債合計  
Ⅲ　正味財産の部  
  1 指定正味財産  
  2 一般正味財産  
  正味財産合計  
  負債及び正味財産合計  

41,393,198

90,604,303
1,420,380,385
51,696,368

1,562,681,056
1,604,074,254

18,115,211
56,062,058
74,177,269

292,866,906
1,237,030,079
1,529,896,985
1,604,074,254

106,624,569
2,962,997

0
1,913,551
26,167,000
2,382,967
70,685,593
210,736,677

85,887,356
184,793

90,517,230
0

38,060,272
11,250,000

0
225,899,651
△ 15,162,974

12,995
12,995

74,643
74,643

△ 61,648
△ 15,224,622
1,252,254,701
1,237,030,079

70,977,593
△ 70,977,593
363,844,499
292,866,906
1,529,896,985

4,561,658

0
47,492,028

0
47,492,028
52,053,686

2,382,967
6,825,000
9,207,967

23,064,352
19,781,367
42,845,719
52,053,686

0
0

5,151,649
3,613

1,852,412
0

710,294
7,717,968

0
0
0

5,335,001
0
0

2,382,967
7,717,968

0

0
0

0
0
0
0

19,781,367
19,781,367

2,562,706
△ 2,562,706
25,627,058
23,064,352
42,845,719

△ 2,382,967

0
0
0
0

△ 2,382,967

△ 2,382,967
0

△ 2,382,967

0
0
0

△ 2,382,967

0
0
0
0
0

△ 2,382,967
0

△ 2,382,967

0
0
0
0
0
0

△ 2,382,967
△ 2,382,967

0

0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0

43,571,889

90,604,303
1,467,872,413
51,696,368

1,610,173,084
1,653,744,973

18,115,211
62,887,058
81,002,269

315,931,258
1,256,811,446
1,572,742,704
1,653,744,973

106,624,569
2,962,997
5,151,649
1,917,164
28,019,412

0
71,395,887
216,071,678

85,887,356
184,793

90,517,230
5,335,001
38,060,272
11,250,000

0
231,234,652
△ 15,162,974

12,995
12,995

74,643
74,643

△ 61,648
△ 15,224,622
1,272,036,068
1,256,811,446

73,540,299
△ 73,540,299
389,471,557
315,931,258
1,572,742,704

Ⅰ一般正味財産増減の部   

  1 経常増減の部  

   (1)経常収入  

      土地改良事業収入  

      附帯事業収入  

　　発電事業収入  

      雑収入､基本財産･特定資産運用収入  

      受取補助金・交付金・業務受託料等  

      他会計繰入金  

      固定資産受贈益  

      経常収入計  

   (2)経常支出  

      土地改良事業費  

      附帯事業費  

      減価償却費  

      発電事業費  

      一般管理費  

      土地改良事業負担金  

      他会計繰出額  

      経常支出計  

    当期経常増減額  

  2 経常外増減の部  

   (1)経常外収入  

      過年度修正  

      経常外収入計  

   (2)経常外支出  

      不納欠損、固定資産除却損、支払利息  

      経常外支出計   

    当期経常外増減額  

    当期一般正味財産増減額  

    一般正味財産期首残高  

    一般正味財産期末残高  

Ⅱ指定正味財産増減の部  

    　一般正味財産への振替額（△）  

    当期指定正味財産増減額  

    指定正味財産期首残高  

    指定正味財産期末残高  

Ⅲ正味財産期末残高     

（単位：円）

（単位：円）



科　　　目

   
科　　　目

   
金　　　額

 

金　　　額
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令和４年度財産目録 　（令和５年3月31日現在）

Ⅰ　資産の部    

　1 流動資産   

　　　　現金及び預金　　

　　　　未収賦課金等　

　　　　その他未収金

　　　　前払金

　　　　貯蔵品

　　流動資産合計   

　2 固定資産   

　　(1)基本財産  

　　　　備荒積立金

　　　 基本財産合計  

　　(2)特定資産  

所有土地改良施設

土地改良施設用地等

受託土地改良施設使用収益権

財政調整積立資産

職員退職給付積立資産

転用決済金積立資産

財産処分積立資産

施設管理費積立資産

愛西揚水維持管理費積立資産

曽根沼揚水維持管理費積立資産

欠損調整積立資産

災害準備積立資産

建設改良積立資産

修繕引当資産

建物更生共済

　　　特定資産合計 

　　(３)その他固定資産  

建物

車両運搬具

器具備品

ソフトウェア

適正化事業拠出金

長期未収賦課金等

出資金

その他固定資産

　　　その他固定資産合計 

　　固定資産合計   

　資産合計      

15,551,643

1,263,140

21,249,729

4,211,170

1,296,207

43,571,889

90,604,303

90,604,303

309,305,968

73,334,006

42,369,834

45,321,794

22,060,717

211,374,233

23,508,932

64,149,844

418,611,696

29,831,294

2,100,000

1,868,000

5,092,000

5,000,300

213,943,795

1,467,872,413

46,429,278

569,688

725,439

254,614

334,000

513,430

165,000

2,704,919

51,696,368

1,610,173,084

1,653,744,973

Ⅱ　負債の部    

　1 流動負債   

　　　　未払金

　　　　賞与引当金

　　　　適正化事業拠出金短期未払金

　　流動負債合計   

　2 固定負債   

 公庫資金等長期借入金

　　　　職員退職給付引当金

　　　　修繕引当金

　　　　その他固定負債

　　固定負債合計   

　負債合計    

Ⅲ　正味財産の部        

14,769,431

3,225,780

120,000

18,115,211

37,795,000

15,562,139

6,825,000

2,704,919

62,887,058

81,002,269

1,572,742,704

（単位：円）
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令和５年度 一般会計第１回補正収支予算令和５年度 一般会計第１回補正収支予算
（単位：千円）

科目（款） 当初予算額 補正予算額 増・減（△）

土地改良事業収入

附帯事業収入

基本財産運用収入

特定資産運用収入

補助金等収入

交付金収入

雑収入

借入金収入

基本財産取崩収入

特定資産取崩収入

固定資産売却収入

他会計繰入金

繰越金

      収入合計

転用決済金

事業計画変更

共済金

電気料金確定

転用決済金

補助金返還

111,172

3,735

10

1,064

58,606

2,000

5,300

26,250

10

35,510

200

2,995

20,000

266,852

114,172

3,735

10

1,589

64,606

2,000

6,235

26,250

10

17,510

200

2,995

20,534

259,846

3,000

0

0

525

6,000

0

935

0

0

△ 18,000

0

0

534

△ 7,006

土地改良事業費支出

附帯事業費支出

一般管理費支出

土地改良事業負担金支出

支払利息

固定資産取得支出

基本財産積立支出

特定資産積立支出

雑支出

繰越金支出

予備費

       支出合計

事業計画変更、
電気料金確定151,841

500

38,947

26,250

286

2,300

10

26,698

20

10,000

10,000

266,852

139,550

500

39,007

26,250

286

3,500

10

30,223

520

10,000

10,000

259,846

△ 12,291

0

60

0

0

1,200

0

3,525

500

0

0

△ 7,006

収　　　入
科目（款）主な増減内容 当初予算額 補正予算額 増・減（△）主な増減内容

支　　　出

一般会計

令和５年度　愛西揚水機場送水実績

　今年度は、すべての項目において昨年度とほぼ同様の結果となりましたが、令和３年度と比較すると、送水量は116％、使用
電力量は108％となり、電気料金は、電気料金単価の値上げもあって138％、約848万円増加する結果となりました。
　水管理状況のパトロールを実施する中で、年々、適切に水管理されている田が増えており、一部では無効放流が常態化して
いる田が見られました。これからも無効放流をなくし用水不足を発生させない取組みが必要です。また、時間延長送水を実施
しても、水量が限られているため、同分水工エリア内の耕作者同士で取水時間の分散実施をしていただかないと水圧不足は
解消されません。当土地改良区より直接指導することもありますが、地元集落単位での管理強化が基本となりますので、更な
る節水への取組みにご協力をお願いします。

　送水期間中は、節水、濁水防止にご協力いただきありがとうございました。
《 送水実績について 》
　本年は、用水需要増大に伴い７月25日から８月３日まで計画外の時間延長送水を行いました。７月29日から８月10日まで
節水強化期間を設け、各集落水利担当者様には見回り・点検等を実施していただき、耕作者様には水管理の強化に取り組ん
でいただきました。

降雨量（㎜） 運転時間（h) 送水量（m3） 使用電力量（kWh) 電気料金(円)
947
792
791

1,408.25
1,612.33
1,642.98

10,683,130
12,319,120
12,406,950

1,398,687
1,494,656
1,511,419

22,000,376
29,565,863
30,483,961

令和3年度
令和4年度
令和5年度

送水量と降雨量の関係グラフ（R3～R5）
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農業用施設（基幹施設を除く）の維持管理費用積立にかかる

アンケート結果
（調査依頼数 ３６   回答数 ３２）

　農業用施設について設置後40年以上経過している施設もあり、経年劣化による漏水等の事故も発生しております。つき
まして、各集落による農業用施設にかかる管理状況や維持管理費積立の状況を把握するため改良組合長に調査依頼した
ものです。          
　各集落で積立を検討される際の参考にしてください。

問１．あなたの集落では、末端用水施設や排水路（基幹施設を除く）、農道等の農業用施設は
　　 集落等の受益区域での管理であることをご存知でしたか。    
 ① 以前より知っていた                                 27
 ② 最近知った                         2
 ③ 知らなかった                         3
 ④ その他                         0
    
問２．あなたの集落では農業用施設の維持管理費用として積立を行っておられますか。   
 ① 積立を行っている             11
 ② 積立はしていないが検討している　　              7   
 ③ 積立はしておらず行う予定もない            9  
 ④ その他                         5
    
問３．問２において①と回答された方のみお答えください。維持管理費用はどの方から積立を行っておられますか。   
　　 また金額はいくらですか。（年間１０ａ当たりの金額）       
 ① 所有者のみ                                   1
 ② 耕作者のみ                                               4
 ③ 所有者および耕作者                                    7
 ④ その他                                                     3
    

問４．問２において②，③，④と回答された方のみお答えください。積立を行われていない理由としてどのようなことがあり 
　　 ますか。       
 ① 他に財源があり現在積み立てる必要がない                 7   
 ② まるごと保全向上対策交付金を利用している               5  
 ③ 漏水等の事例がなく考えたことがない                        2 
 ④ 修繕費用が必要になったときに徴収すればよい            3  
 ⑤ 改良区の徴収する賦課金で修繕できると思っていた 　　1   
 ⑥ その他                                                    　　　  4
    
問５．維持管理費として財源（積立金を含む）を確保されている方のみお答えください。その財源を使用する対象施設はどこ
　　 になりますか。       
 ① パイプライン施設（埋設物）                         16  
 ② パイプライン附帯施設（空気弁、排泥工等）     13  
 ③ 一筆給水栓                                              8
 ④ 排水路施設                                              7
 ⑤ 農道施設                                               10
 ⑥ その他                                                     2

ご協力ありがとうございました。    

〔参考積立例〕  
・耕作者のみ　1,000円  
・耕作者のみ　   500円  
・耕作者のみ　  100円  
・所有者 1,200円、耕作者 1,200円  
・所有者 1,000円、耕作者 1,000円  
・所有者　600円、耕作者   600円  
・所有者　250円、耕作者   250円  

①29％

②23％③14％

④12％

⑤18％

⑥4％

①32％

②23％③9％

④14％

⑤4％

⑥18％

④0％

①85％

②6％

③9％

①34％

②22％

③28％

④16％
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賦課金についてお知らせ

土地改良事業功労者表彰
　　　　　　　　          多　賀　幸　男 氏 （本庄町） 
　滋賀県土地改良事業団体連合会湖東支部より、令和５年度土地改良事業功労者表彰を受けられました。
おめでとうございます。
　多賀幸男氏は、平成18年２月に土地改良区総代に就任されて以来、平成20年度臨時総代会には議長を務められ
るなど、現在も総代としてその職責を果たされています。

事務局からのお願い

●賦課金を口座引落により納付しておられる方について、原則として領収証を発行しておりません。発行
を希望される方は土地改良区までご連絡ください。
●令和６年より、賦課金の口座引落が不能となった方、または賦課金の払込用紙を紛失された方につい
ては、払込用紙を発行する際に手数料を申し受けますのでご了承ください。

　琵琶湖の固有種であり「ふなずし」の原料
となるニゴロブナの仔魚（赤ちゃん）を田んぼ
へ放流し、１ヶ月後成長した稚魚を網でつか
まえて琵琶湖や琵琶湖へ続く水路に放流し
ました。
　経験した子供たちが、将来にわたり田んぼ
の役割や琵琶湖の環境に関心をもってくれる
ことを期待しています。

土地改良区への届出について
次のようなときは、手続きが必要ですので土地改良区にお問合せください。

必要書類をご案内いたします。
（ホームページ http://midorinet-aisei.jp/ からも届出の様式をダウンロードできます。）

地元の役員さんにもご連絡をお願いいたします。
★所有者に変更（相続、贈与、売買等）があったとき
★住所・電話番号に変更があったとき
★耕作者が変更になるとき
★土地改良区の施設を使用するとき
　　● 改良区が管理する施設（道路・用水路敷）を使用するときは、改良区の許可が必要です。

★農地を農地以外（宅地、駐車場等）に変更するとき
　　● 公共事業用地（道路・公園等）に売る・寄付する場合も手続きが必要です。

★田から畑に変更するとき

決済金の
納付が必要です。

田んぼでの魚つかみ

魚道見学田んぼへ仔魚放流

琵琶湖へ稚魚放流校内学習

ゆりかご水田学習会

田んぼでニゴロブナを

育てよう

～田んぼと琵琶湖の環境学習会～


